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2Fp-9 衣服間空気層と人体保温に関する研究　一女性の場合一
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　【目的】皮膚と肌着間の空気層および衣服間の空気層は、人体保温にとって大きな影響要

素であり、衣服の保温性を考察する上で大きな問題である。しかしながら、衣服間空気層

の測定は衣服の厚さが小さいことなどから測定が困難であり、発表されている資料は数少

ない。そこで、読み取り顕微鏡と回転台上に設置した標準サイズのマネキンを使用し、着

装衣服の精密な断面図を作成することにより、衣服間の空気層を測定した。女性の服装は
多種多様であり、その中から代表的な衣服を選定して衣服間空気層を測定し、衣服の種類

による衣服素材だけの熟抵抗と、空気層を含んだ熟抵抗の検討を行った。

　【方法】回転台に女性マネキン（ヌード・着装）の被計測体を設置し、読み取り顕微鏡ご
を使用し回転台中心から輪郭までの距離を全周測定する。読み取り点を指し示す道具とし

てレーザ式ラインマーカーを用いた。測定部位は、躯幹部６断面とした。被計測体はヌー

ドおよび種々の着装（ブラウス、ブレザー、カーディガン、コート）とし、各着装衣服に

おける空気層の測定を試みた。

　【結果】衣服の種類による空気層の厚さは下着、上着により著しく異なる。下着類（ブラ

ジャー、肌着など）は空気層は殆ど見られず密着している。肌とブラジャーとの空気層の

平均値B.O皿、肌シャツ3.5回、スリ　ップ6.0回、ブラウス16.9nim、ブレザー37.5inm、カー

ディガン22.7niin、コート43.9inraとなる。

2 Fp-10 通学・通勤時の電車内温熱環境と着衣行動（第i報）
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　【目的】　近年冷暖房設備が充実し、家庭やオフィスから電車・自動車内まで、人工環境

を享受するようになった。しかし、電車利用時、特に通学・通勤時は、一般に複数の路線

を利用し、短時間に自然環境と人工環境下を数回出入りするため、各環境に応じた適応を

行う必要がある。そこで本研究では、電車内の温熱環境の実態を把握し、車内温熱環境に

対する温冷感・快適感および電車利用者の着衣行動を季節別に検討した。

　【方法】　関西で通学・通勤している18～29歳の男女を対象に、留置自記法によって、ア

ンケート調査を行った。調査時期は、春:1991年５月初旬。夏：同年９月初旬、冬:1992

年12月初旬である。主な調査項目は、①通学・通勤時の電車利用の実態、②その時の着衣

状況、③電車内での主観的温冷感・快適感など、である。また、冷暖房時期に電車内の温

熱環境(温度、湿度、気流)を測定し、併せて、京阪神の各電鉄会社に冷暖房実施時期や、

その時の電車内設定温度などに関しての聞き取り調査を行った。調査対象者総数1057名の

データを解析に供した。

　【結果】　1)冷暖房時の電車内設定温度は各社によって異なり、それらと実測値間には差

がみられた。2)電車内で温熱的に不快を訴えた者の率は。春:42％、夏:29％｡冬:35％

であった。その内、暑さ不快を訴えた者は、春および冬にそれぞれ90％、95％に達してい

た。3)快・不快には、電車の混み具合、体調、性、季節、着衣量などの要因が関与してい

た。4)電車内でなんらかの衣服調節を行った者は、最も多くみられた冬期においても12％

と僅かであったが、その内の87％の人が衣服調節による効果を認めていることがわかった。
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